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ミカン幼木の窒素利用について

ライシメーターでの成績

ミカン園に施したチッソ肥料は，どの程度樹体

内に吸収利用されるものか，このことについて，

筆者は，さきにライシメーターを利用Bして試算ι
たことがあるO そのときの結果は第 1表に示した

ように，約275ぢという値を得ている O

熊本県果樹試験場化学部長

山石 数 人本

るための鉢試験を実施したO

鉢は径75c1Tl ，深さ45C1l(のコンクリート製。土壌

は砂質の花こう岩系と， i埴直質質aの安山岩岩.系の未j羽初耕j引井1:土

を{使吏j用:有百

l年I苗主笥[を 3月下旬 l鉢 L本あて植えつけ， 1年

目と 2年目に掘上げて，常法どおりに施肥量，無

肥料区と施肥区のチッソ吸収量から利用，

率を算出しt::..o

チッソ施肥量は標準を年間309とし，

燐硝安加盟区に159と609の区を設け

たO また 1年目も 2年目も同じ施肥量と

しt::..o 施肥時期は 4月，6月下旬， 10月

上旬の 3匝!とし， 2回施肥は10月の施sIT

をやめたO

施肥量と利用率…全般的な樹の生育は，花こう

岩土壌の場合がすぐれ，なかでも安山岩土壌の無

肥料区は非常に生育が劣っt::..o

まず第2表に施肥を 4段階にしたときの結果を

示しt::..o

これによると，最も生育のよかったのは，両土

壌とも標準施肥量の309区で，これより少ない施

肥量でも，また多い施肥量でも生育は劣ったO

そして， 2ヶ年をとおしたときの利m率をみる
と，両土壌とも同じ傾向で，大略159区で409ぢ，

309区で30労， 609区で205弱討を示したO

次に2年間のチッソ吸収量から 1年目のそれを

差引いて， 2年目の 1年間だけの値と， 1年目だ

第 1表 ライシメータ←によるチッソ刺用率の調査例 (1966)
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(1) aは1960，1961年の平均で，このときの降雨量1831ミリ
(2) ( )内は施肥量に対する%
(3). bは6年生樹の解体による算出

しかし，ごの値はよ6年間無肥料の樹の， 6年

目の 1年間のチッソ吸収量が539で，正常に施肥

した場合の吸収量 1119の約半分もあり，このと

きのチッソ施肥量が適正量であったかどうかはわ

からなL、
施肥量を少なくすれば，利用率は高くなるのが

普通であるから，前述の275ぢは施肥量次第で上下

することになる O

また，この試験で考えられることは，年平均降

雨量に近い年2年の平均チッソ溶脱量は，施肥量

の47%であり，残りの53%は土壌に残っていて，

もし土壌中のチッソの増減がないとすれば，この

53%のチッソはミカンに吸収されてよいことにな

ろう。〔この試験では， 6年生調査樹のチッソ吸収量

が，たまたま施肥量の535ぢになった。〉 力白日巴

チッソの利用率を50%ぐらいと見込めな

けの値を算出して第3表に示したO

第2表施肥量と利用率くその1: 1971) 

いものだろうか。

鉢試験での成績

試験のやり方…前記の点をたしかめ，

しかも土壌の種類と肥料の種類，さらに

施肥回数を変えたときの影響も併せてみ

ヲ6

41. 7 
30.8 
19.3 

注施肥量は1年間1鉢当りそれぞれ1511 ， 3011 ， 6011とし， 2年経過した2月に掘
上げ解体して， 2ヶ年間の利用率を算出した。施肥回数は年3回である。
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第3表施肥量主利用率(その2:1971) 

これによると，施肥量による序列は同じである

が， 1年目と 2年目の値は非常に聞きがある O

これは， 1年目も 2年目も同じ施肥量で試験し

たもので当然である。そして2年目だtナについてl

みると，かなり高し、利用率の値が得られているO

この試験での適正施肥量は，生育量からみても

30 9附近にあるように思えるので， 2年目だけの

利用率の値44%ぐらいは，一応の目安となろう。

ただ，この試験におけるミカンの生育についで

注目したいのは，施肥量の多少と生育量との関係

である。

施肥量を多くすると，樹体内のチッソ含有率は

非常に高くなるが，樹の生育量はさほど増加しな

いことである。

15 9区と609区と iでは，樹のチッソ含有率は後

者が 6""""7割も高いのに，樹の生育には殆んど差

がなし 1。土壌のpH，E. C等でみる限り，さほど

の施肥過多とは思われないのに，この結果で、あっ

たO

施肥回数，肥料の種類と利用率…第4表に2年

間をとおした利用率として，その結果を示したO

各肥料とも， 2回施肥よりも 3回施肥の場合に

その値は高く，なかでも，花こう岩土壌で、の硝酸

系肥料でその差が大きかったO

第4表施肥回数，肥料の種類と利用率 (1971)

;:そミご号 花こう岩 安山岩

生体重 N利用率 生体重 N利用率
g % g % 

燐硝安加里 2回施肥 3836 23.4 3658 29.4 
11 3回 H 4212 32.7 3184 30.8 
燐加安 2回 H 3279 27.8 2632 24.2 
11 3田川 3943 31.3 3642 34.4 

C D U2回 H 4139 28.1 2693 28.3 
有機配合 2回 11 4069 26.5 3403 29.9 

注施日巴量は，年間1鉢当り30gで， 2年聞の利用率を算出してある。

緩効，遅効としてのCDU，有機配合の2団施

肥は，速効性肥料の2回施肥よりも若干高い値を

得たが，速効性の3回施肥にはおよばなかったO

以上の結果から，幼木に対するチッソの利用率

は，各種の条件により大きく変ることがわがるO

ミカンのような永年作物では，単年度だけの数

値では問題もあろうし，またこの試験のような植

付け当年の結果は，春肥の施肥期等からみて正し

し、値とはし、えなし 10

さらに2年， 3年， 4年というミカン幼木で

は，年間の生育量は極めて大きく，それに応じた

施肥量でなければならず，チッソの利用率も，そ

れぞれの条件で変る可能性があるのであるO

それでも， しいて幼木時代のチッソの利用率に

こだわるならば，適正な施肥量の場合は， 40%程

度の利用率は期待してよいように思う。但し圃場

において， r.......， 3年の若令樹では，根の密度から
考えても到底このような高い利用率は期待できな

いし，また利用率は低くなっても，施肥量を減じ

ない方が樹の生育はよし 10

旬、戸出向匂旬階、戸町内ぺ
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